
令和３年度 第１回幕別町社会教育委員会報告書 

 

１ 日 時  令和３年６月28日（月）午後３時～午後４時15分 

 

２ 場 所  教育委員会会議室 

 

３ 出席者  

（１） 委員11人（千葉委員、和田委員、新倉委員、奥村委員欠席） 

（２） 教育委員会 

菅野教育長、山端教育部長、石田生涯学習課長、天羽図書館長、土井主幹、添田主幹、古山係

長、大澤係長、中山係長、山田主査、小林主任、佐々木主事 

 

４ 会議次第 

（１） 委嘱状交付 

⇒教育長から新委員へ委嘱状を交付 

 

（２） 教育長あいさつ 

    ⇒菅野教育長の挨拶 

 

（３） 委員長あいさつ 

⇒原田委員長の挨拶 

 

 （４） 社会教育委員紹介 

     ⇒名簿順に自己紹介 

 

 （５） 教育委員会職員紹介 

 ⇒教育長以下出席職員の自己紹介 

     

※ 教育長、教育部長は他の公務のため退席 

      

（６） 役員選出（副委員長） 

○選出方法について、井原委員から委員長指名との発言 ⇒委員全員承認。 

⇒原田委員長が澤田委員を指名 （副委員長 澤田慎也） 

      

（７） 議事 

   ・報告第１号 幕別町社会福祉協議会評議員及び幕別町共同募金委員会評議員候補者の推薦につ

いて 

    ⇒社会教育係長から報告（鳥毛浄生委員を推薦） 

 

   ○質疑等なし 

     

   ・報告第２号 令和２年度社会教育関係事業の実施状況について 

    ⇒各担当係長から報告（主な事業を抜粋して説明） 

     

   ○質疑等なし 

     

   ・報告第３号 令和３年度教育行政執行方針について 

    ⇒社会教育係長から説明（別添資料１ 教育行政執行方針を後ほどご確認いただきたい。） 

    

   ○質疑等なし 



・報告第４号 令和３年度社会教育関係予算について 

⇒各担当係長から説明 

     

○質疑等なし 

     

・議案第１号 令和３年度社会教育関係事業計画について 

     ⇒各担当係長から説明（主要な部分のみ説明） 

 

     ○鳥毛委員→アイヌ施策に関連して、以前、蝦夷文化考古館と千住生活館の老朽化が著しいの

で、推進交付金を活用し建て替える予定ということを新聞報道で見たが、この点

について、今後の予定を教えていただきたい。 

     ○事 務 局→委員が言ったとおり、推進交付金を活用して考古館と生活館を建て替えできない

かと検討している。交付金が創設される前は、考古館とふるさと館との合築で基

本構想（案）まで作成したことがあるが、財源が見つからなく、そのままの状態

であった。推進交付金ができ、町の負担が少なく整備ができるため、これを有効

に活用したいということで、地域推進計画の作成をしている段階。まだ、建設年

度は明記されてこないが、６年度以降に建設できるよう準備を進めているところ。

今年度より学芸員が配置され、化石だけではなくアイヌ民族についても調査して

いただき、施設整備に向けて頑張っていきたい。３年度については、今の段階で

特に事業がないが、作業的には視察など事務を進めているところ。 

     ○鳥毛委員→テレビ番組で差別表現があり、そういうことが提起された空気で、また、ウポポ

イが開業したり、令和２年度の社会教育施設利用状況（資料２）を見ても、蝦夷

文化考古館の利用人数が増加しており関心の高さが伺える。蝦夷文化考古館とい

う名称だが、吉田菊太郎氏から建物一式の寄進を受け、今もそのままということ

だろうが、施設を建て替えるにあたって、名称を新たに付けるのであれば、アイ

ヌ文化考古館やアイヌ文化博物館という名称がふさわしいのではと考えている。

蝦夷という意味は、辞書的には朝廷の支配に抵抗し服従しなかった人々で、江戸

期以降は、アイヌ民族のことを指している。辞書的にはいろいろあるようだが、

異民族という意味もあるようだ。なので、蝦夷文化というと、こちらから付けた

ような名前。アイヌの人が自分の文化のことを蝦夷文化とは言わないと思う。そ

ういう意味では、名称も含めて検討いただきたい。 

     ○事 務 局→施設の整備にあたっては、生活館の改修というところが目玉的な要素もあり、そ

の計画を立てるにあたっては、幕別のアイヌ協会などと色々意見交換をさせてい

ただいて、新たな施設ができる際には、その名称についてもその方たちとも相談

させていただき、今いただいた意見を今後につなげていきたい。 

 

    ・協議第１号 令和４年度以降の成人式対象年齢について 

     ⇒社会教育係長から説明 

 

     ○澤田委員→高校の方はまだ検討中ということもあるが、飲酒喫煙、免許、課題等もあり、町

とも連携をとらなければならないが、幕別町内の生徒ばかりではなく、各自治体

とも校長会とも情報交換を行っていきたい。 

     ○事 務 局→令和４年度なので、令和５年１月に、もし 18 歳で開催しようとすると、19 歳、

20歳の人が成人式を終えていないので３学年が対象となってしまう。 

     ○澤田委員→これは在学中の３学期ということか。 

     ○事 務 局→そうなるので、大学受験や就職、免許。18歳で行うと、いろいろなことが重なっ

てしまう。成人式の主催は町なので、決定は町となるが、皆さんの意見や教育委

員会の意見を添えて最終的には決定していきたい。 

     ○新保委員→18歳で集まった時に成人式終了後にどうなるのか。忙しいということもあり、や

はり20歳がいいと思う。 



     ○宮本委員→18歳でやる気になれば町の判断でできるのか。 

     ○事 務 局→成人式でやるのであれば、18歳となる。この場で決定するわけではなく、皆さん

と色々とお話をさせていただければと。 

 

（８） その他 

・令和３年度社会教育委員会関係研修会開催予定 

     ⇒社会教育係長から東部４町社会教育委員研修会について説明 

 

    ・次回会議開催日程 

 ⇒社会教育係長から説明 


